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資産運用会社における内規（資産運用ガイドライン）の一部改定に関するお知らせ

ユナイテッド・アーバン投資法人（以下「本投資法人」といいます。）が資産の運用を委託する資産運用

会社であるジャパン・リート・アドバイザーズ株式会社は、本日、その内規である「資産運用ガイドライン」

の一部改定を決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記

１．資産運用ガイドラインの変更内容及び変更の理由

本投資法人が投資する不動産及び信託財産となる不動産等を選別する際に重要視する要素・項目を明  

文化し、取得の是非を検討する判断基準を明確化するものです。

２．資産運用ガイドラインの変更の詳細

変更内容の詳細は別紙記載のとおりです。

３．変更日

平成 22 年 1 月 18 日

以上

＊ 本資料の配布先 ： 兜クラブ、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会
＊ 本投資法人のホームページアドレス ： http://www.united-reit.co.jp



【別紙】

＊資産運用ガイドライン

（注：変更前・変更後ともに、変更のある箇所のみ記載しており、それ以外の規定に関しては記載を省略して

おります。）

変  更  前 変  更  後

3．運用方針

（新設）

（以下、記載省略）

3．運用方針

本投資法人は、中長期にわたり安定した収益性を確

保しうる不動産を「本源的価値」を有する不動産と定

義し、投資対象不動産の用途と投資地域の双方におい

て分散が図られた総合型ポートフォリオを目指すと

の投資方針のもと、幅広い投資対象の中から「本源的

価値」を有する不動産の取得を行うとの厳選投資方針

の実践を目指します。

厳選投資方針の実践のため、本投資法人は、不動産

の「本源的価値」を決定づける第一の要素が「立地」、

二次的要素が「スペック」、「テナント」及び「契約

条件」と考え、投資対象不動産の取得にあたっては、

各要素につき以下の項目について、「物件収益の成長

余力」、「代替テナントの可能性」、「将来的な用途

の汎用性」、「キャッシュ・フローの安定性」等の観

点から検証及び分析を行います。

立 地

地理的位置関係、地質・地盤・土壌等の状態、

都市形成及び公共施設の整備の状態、商圏、地

域経済等

スペック テナント 契約条件

建物用途、構

造・規模、築

年数、管理体

制・コスト、

汎用性、容積

率・建ぺい率

等の充足状況

等

信用度、テナ

ン ト 数 、 業

種・業態、後

継テナント、

リレーション

シップ等

賃料、契約期

間、契約種類、

収益性、周辺

賃料水準、テ

ナントの業種

毎の賃料負担

能力、賃料の

増額・減額の

可能性等

（以下、記載省略）


